第１５回ＳＧＲＡフォーラム

この夏、東京の電気は大丈夫？
２００４年５月１３日（木）午後６時半～８時半

日本記者クラブ：日本プレスセンター１０階ホール

ＳＧＲＡ「エネルギーと環境」研究チームが担当するフォーラムです。

カリフォルニア電力危機、ニューヨーク大停電は他国で起きたことと安心してはいられません。冷夏で救われた昨年は単に運が良かっただけかもしれません。このフォーラムでは、電力自由化の是非を含む、電力供給の問題を市民レベルで考えたいと思います。また、上海を中心に、中国の電力事情も豊富なデータによってご紹介します。

	6時30分―6時40分
	司会：全　振煥（鹿島建設技術研究所研究員／ＳＧＲＡ運営委員）　
挨拶：ＳＧＲＡ代表　今西淳子

	6時40分―7時20分
ゲスト講演
	この夏、東京の電気は大丈夫？

	
	中上 英俊（住環境計画研究所所長）

	
	東京の電気が危ない。昨夏は節電必須といわれた。東京電力が「でんき予報」を発表し、ウェブサイトで「東京電力の電力需要」がグラフで表示された。ちなみに、昨年９月１１日（木）、最大で5,736 万ＫＷ（14～15時）を記録した。現在東京の電力自給率はたったの８％。

一方、日本は今、電力自由化等、規制緩和による構造改革の真中にある。出口の見えない不況の中で、その機運は財界などを中心により高まっているようにみえる。しかし、構造改革は弱者や社会基盤の弱い地方を半ば置き去りにしたまま、進みつつあるのが実態だ。果たして、規制緩和は本当に豊かな社会をもたらすのか。

米カリフォルニア州で続く電力不足やニューヨーク大停電はその反面教材になったようだ。カリフォルニア州では、９６年に始まった電力規制緩和で、電力の卸売価格を自由化。しかし、小売価格が一部地域で固定されたままだったため、卸売価格の急騰で小売価格との逆ざやが急拡大。これが電力会社の経営を圧迫した。その結果、電力不足が深刻化し、サンフランシスコなどで一日数時間、送電が停止され、市民生活等に大きな影響を与えた。

このような状況の中で、今年の夏は大丈夫か。電力自由化の是非を問いたい。

	7時20分-７時40分
研究報告
	この夏、上海の電気は大丈夫？

	
	高　偉俊（北九州市立大学環境情報学部助教授／ＳＧＲＡ研究チーフ）

	
	昨年７月、上海は記録的な猛暑に見舞われた。昨今のめざましい経済発展と市民生活の向上によって電力消費の伸びは、中国政府の予想を越え限定的な地域停電を行わざるをえない状況となった。７月４日の上海の電力消費負荷は1,267万ｋWに達し、今までの記録を32万kW上回った。上海では1,300社以上の企業による電力消費のピーク時における節電措置（実質操業一時停止等）を実施、一般市民による電力使用に「道を開けた」。

中国における国民一人当たりの消費電力は、日本の２割程度にすぎず、今後の経済成長から推測しても発電能力で、毎年約1,000万ＫＷ以上の需要増加が見込まれる。電力供給の現状は非常に厳しい状態にある。

　本研究報告は上海市を中心に中国のエネルギー事情について紹介する。

	７時40分―8時30分
	パネルディスカッション（フロアーとの質疑応答）

進行：李　海峰（独立行政法人建築研究所客員研究員／ＳＧＲＡ運営委員）

パネラー：中上 英俊、高　偉俊

	8時30分
	閉会その後懇親会


講　師　略　歴

· 中上 英俊 ☆ Nakagami Hidetoshi ☆ なかがみ・ひでとし

住環境計画研究所　所長

1970年　横浜国立大学大学院工学研究科修士課程修了、1973年　東京大学大学院工学系研究科建築学専門課程博士課程修了、同年　住環境計画研究所　創設　現在に至る

　九州大学大学院非常勤講師、東京工業大学大学院非常勤講師、横浜国立大学非常勤講師、北九州市立大学客員教授など。経済産業省総合資源エネルギー調査会臨時委員、経済産業省産業構造審議会委員、環境省中央環境審議会専門委員、国土交通省社会資本整備審議会専門委員、ESCO推進協議会副会長　など各種委員歴任。著書に「エネルギー新時代」、「地球温暖化問題ハンドブック」、「地球時代の環境政策」ほか多数。

· 高　偉俊 ☆ Gao Weijun ☆ ガオ・ウェイジュン

北九州市立大学国際環境工学部環境空間デザイン学科助教授、早稲田大学理工学総合研究センター客員助教授、中国西安交通大学兼職教授、ＳＧＲＡ「環境とエネルギー」研究チームチーフ

上海同済大学機械学科卒業、杭州浙江大学大学院修士（建築環境学専攻）、早稲田大学大学院理工学研究科博士（都市環境専攻）、杭州浙江大学建築学科専任講師、早稲田大学理工学総合研究センター講師、日本学術振興財団未来開拓学術研究推進事業特別研究員（兼任）を経て現職。
· 全　振煥 ☆ Jeon Jin Hwan ☆ ジョン・ジンファン
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· 李　海峰 ☆ Li Haifeng ☆ り・かいほう
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ＳＧＲＡ運営委員、「環境とエネルギー」研究チームサブチーフ

北京師範大学付属実験中学（高校）卒業、早稲田大学理工学部建築学科卒業、修士、博士、助手を経て現職国際コンペ「中国深セン市羅湖口岸/駅地区のマスタープラン国際コンサルタント」優勝（一等賞、共同）





■ＳＧＲＡとは





関口グローバル研究会（ＳＧＲＡ：セグラ）は、世界各国から渡日し、長い留学生活を経て日本の大学院から博士号を取得した研究者が中心となり、インターネットを主要なコミュニケーション手段として活動しています。ＳＧＲＡでは、個人や組織がグローバル化にたちむかうための方針や戦略をたてる時に役立つような研究、問題解決の提言を行い、その成果をフォーラム（年４回）、レポート（年８冊）、ホームページ(http://www.aisf.or.jp/sgra)等の方法で、広く社会に発信していきます。研究テーマごとに、多分野多国籍の研究者が研究チームを編成し、広汎な知恵とネットワークを結集して、多面的なデータから分析・考察して研究を行います。当研究会は、ある一定の専門家ではなく、広く社会全般を対象に、幅広い研究領域を包括した国際的かつ学際的な活動を狙いとしています。良き地球市民の実現に貢献することがＳＧＲＡの基本的な目標です。





会員を募集しております。入会ご希望の方はSGRA事務局(sgra-office@aisf.or.jp)までご連絡ください。
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